













病率は4～7％と報告されている（shalev et al., 2005; shalev, 2007）。
算数障害の医学的診断基準として、ICD-10（WHO, 1992）では「学習能力の特異的発達
障害」の中の算数能力の特異的障害（Specific disorder of arithmetical skills in Specific 




またDSM-5（APA, 2013）では、算数に障害のある特異的学習障害（Specific Learning 
Disorder with impairment in mathematics）と定義し、限局性学習障害の下位分類とされ
ている。具体的な算数障害の内容としては、①数感覚（number sense）：計算の基礎となる
数概念につながる生得的能力、数概念　②数的事実（memorization of arithmetic fact）：































一方、注意欠如多動性障害（ADHD; Quartier, Zimmermann, & Nashat, 2010; Walg, 
Hapfelmeier, El-Whsch, & Prior, 2017）や発達性算数障害（developmental dyscalculia; 




通して明らかになっていることに対して（Quartier et al., 2010; Baldwin et al., 2004; 
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る（skagerlund & Traff, 2014; Hurks & van Loosbroek, 2014）。さらに、就学前の子ど




























































































































子どもの時間関連用語の発達に関しては5歳までを対象とした研究（Busby Grant & 
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1．時間制限がある活動（課題）を制限時間内に終わらせることができる。 １ ２ ３ ４
2． 過去のことについて正しい過去形で話すことができる
　　（現在や未来のことのように語らない）
１ ２ ３ ４
3．日常のルーチンを予想できる。
　　（学校に行く準備の時間、おやつの時間）
１ ２ ３ ４
4． 大人から言われなくても、日常的な活動の時間が近づくことが分かる
　　（そろそろお昼の時間、塾に行く時間）
１ ２ ３ ４
5． 「今は何時？」「どのくらいかかる？」など時間に関する質問をよくする。 １ ２ ３ ４
6． 次の時間に関することばを理解している。
　　　きのう、明日 １ ２ ３ ４
　　　おととい、明後日 １ ２ ３ ４
　　　週末、平日 １ ２ ３ ４
　　　1週間後 １ ２ ３ ４
　　　20分間 １ ２ ３ ４
　　　3か月後 １ ２ ３ ４
7． 次の時間に関することばを使用している。
　　　きのう、明日 １ ２ ３ ４
　　　おととい、明後日 １ ２ ３ ４
　　　週末、平日 １ ２ ３ ４
　　　1週間後 １ ２ ３ ４
　　　20分間 １ ２ ３ ４
　　　3か月後 １ ２ ３ ４
8．「～分前」「～時間後」などのことばを理解している １ ２ ３ ４
9．「～分前」「～時間後」などのことばを正しく使うことができる。 １ ２ ３ ４
